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宇宙開発の現状報告 

（平成 18年 1月 31 日（水）～平成 19年 2月 7日（水）） 

 
平成19年 1月 17日 

宇宙開発委員会事務局 

 
宇宙開発に関する国内の動向 

2 月 2日（金） 

• 技術試験衛星VⅢ型（ＥＴＳ－ＶⅢ：きく８号）通信系ミッション機
器の異常について 【独立行政法人情報通信研究機構】 

1 月 30日 11時 8分頃､技術試験衛星VⅢ型通信系ミッショ

ン機器の低雑音増幅器（LNA）に電源を投入したところ、異常な

動作が確認された。 

 

宇宙開発に関する海外の動向 

1 月 31日（水） 

• ゼニット 3SL ロケット、通信衛星の打上げに失敗 【米】 

1 月 30日（火）23時 22分（世界標準時、以下同）、シー・ロン

テ社はオデッセイ海上プラットフオームからの、ゼニット 3SL ロケ

ットによる、SES ニュー・スカイズ社の商業通信衛星「NSS-8」の

打上げに失敗した。打上げ時の質量は約5.9 トン。 

ゼニット 3SL ロケットは上昇開始直後に爆発した模様。 

２月１日（木） 

• 長征3A ロケット、航行測位衛星の打上げに成功 【中】 

2月2日（金）16時28分（世界標準時、以下同）、中国は斉唱

衛星発射センターより、長征 3A ロケットを打上げ、航行測位衛

星「北斗」の軌道投入に成功した。 

北斗の打上げは、2000 年の 2機、2003 年の１機に続き 4機

目。 

2 月 6日（火） 

• 中国、月探査衛星を４月に打上げ予定 【中】 

2 月 5日（月）の米国誌ニューズウィークの報道によると、中国

は 4月 17日に月周回探査衛星「嬌蛾一号」の打上げを計画。

最終的には有人探査を行い、将来のエネルギー源として期待さ

れる核融合発電の燃料となるヘリウム3の採掘を目指すとしてい

る。 

• 米国2008年度予算教書発表 【米】 

2 月 5日（月）、米国の 2008 年度（2007 年 10月１日～2008

年 9月 30日）の予算教書（予算要求書）が議会に提出され、公

表された。連邦政府予算案の総額は 2兆 9020 億ドル、前年度

の 2兆 7840 億ドルから約 4.2％増。 

NASA予算案は総額173億 940万ドル。2007 年度NASA予

算案167億 9230 億ドルと比べて約3.1％増。探査関連予算は

2007 年度は 30％の高い伸びを示しだのに対して 2008 年度は

5.5％減、ISS/シャトル関連予算は約11％増、宇宙科学関連予

算は 0.9％増となっている。 

一方、2007年度NASA予算に関する議会審議は未了であり、

現在、歳出規模を2006年度並みとする暫定予算にて執行中。1

月 31日に下院は大統領要求から 5.5 億ドル減額の 162.5 億ド

ルを決議し、上院での審議に移る。 

 



2008年度NASA予 算票
単位 十百万ドル
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